
生物多様性いちかわ戦略の評価と第二次戦略策定スケジュール 

 

≪生物多様性いちかわ戦略 2020 年までの短期目標の評価≫ 

 

⽣物多様性いちかわ戦略の短期⽬標の評価 
■生物多様性いちかわ戦略では、具体的な取組を 4 つの基本戦略と１２の行動計画に分類し、３５本

の指標を設定して評価を行った。 
指標 数 主な取組 

進捗が順調であると評価された指標 18 本 

・真間川水域水循環系再生構想 
 

・多自然川づくり 
 

・市街地緑地の確保 など 

進捗に遅れがみられていると評価された

指標 
13 本 

・大町公園の生物多様性の状況 
 

・子どもたちが自然を体感できる場の形成 
 

・アライグマの侵入状況 
 

・環境団体の登録数 
 

・生物多様性いちかわ戦略の市民認知度 
 

・住宅用太陽光発電システムの設置設備容量  
 

・温室効果ガスの市内における排出量 など 

指標の見直しが必要であるとされた指標 ４本 
・地域戦略の事業者認知度 
 

・地域戦略の市民認知度 など 

 

短期⽬標の評価を踏まえた昨年度の審議結果 

■指標の内容や目標値の設定を見直して短期目標の取組年次を 2025 年度まで延長するととも

に、進捗に遅れがみられた施策を重点施策に設定して取組みを強化する必要がある。 
 

■第 6 次生物多様性国家戦略（2023 年 3 月改訂）が策定され、春以降に具体的な手引きが公表

されるので、市川市の戦略も新たな取組などを追加して見直していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の実施と併せて、2025 年度末までに、本市の現況や短期目標の評

価結果、第６次国家戦略の内容を反映した、新たな戦略を策定する 

 

 

【参考】 

 

① 2025 年度までの重点施策 

重点施策一覧 

・市民緑地の保全活動と活動 ・市民ボランティアへの支援 

・民林植林地の保全協定の維持 ・消費活動における生物多様性への配慮 

・市民に親しまれる身近な自然環境の再生 ・地球温暖化対策の推進 

・外来生物対策 ・再生可能エネルギーの普及 

・市民と市民ボランティアとの交流の場の提供  

 
② 第 6 次生物多様性国家戦略の基本戦略と主な取組 

基本戦略 主な取組 

基本戦略１ 生物多様性の健全性の回復 自然再生、外来種対策など 

基本戦略２ 自然を活用した社会課題の解決 再生可能エネルギー導入における配慮など 

基本戦略３ ネイチャーポジティブ経済の実現 有機農業の推進など 

基本戦略４ 生活・消費活動における生物多様性の

価値の認識と行動 
環境教育の推進、食品ロス半減など 

基本戦略５ 生物多様性に係る取組を支える基盤 

整備および国際連携の推進 
基礎調査、モニタリングなど 

 

 

≪第二次生物多様性いちかわ戦略策定に向けたスケジュール≫ 

 

資料２ 


